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＜洋上風力特集＞造船業、作業船と浮体に技術展開
　洋上風力発電の日本での市場拡大に、日本造船所も技術で応える。

　まずは洋上風力に関わる船舶を国内で建造することに力を入れようとしている。洋上での風
力発電設備の設置・運用の各段階では、さまざまな船舶が必要になる。建設作業を行うＳＥＰ
船（洋上風力発電設備設置船）、オペレーションやメンテナンスで用いられるＳＯＶ（サービ
ス・オペレーション・ベッセル）、作業員を運ぶＣＴＶ（クルー・トランスファー・ベッセ
ル）などの専用船のほか、他用途との兼務で調査船やケーブル敷設船、重量物運搬船などが洋
上風力に携わる。洋上風力発電の普及で、これら船舶の新造船需要が予想されている。

　既に、大型ＳＥＰ船ではジャパンマリンユナイテッド（ＪＭＵ）が先行して建造を進めてい
る。ＣＴＶは、2015年にツネイシクラフト＆ファシリティーズが国内初のＣＴＶを竣工して、
これまでに４隻を建造。小型船を得意とする他の造船所も参入を図る。当面、着床式風力発電
が普及するフェーズでは、こうした船舶の建造が造船所の主な役割となる。

　一方、その先にあるのが浮体式だ。日本では着床式の設置可能海域が限られており、大水深
で風の強い沖合での浮体式風力発電に移行する見通し。洋上での構造物の動揺や構造などでの
知見を持つ造船所には、得意なフィールドだ。世界初の浮体式風力の大規模実証として2013年
から実施した福島沖での洋上ウインドファームの技術的知見も生きる。

　今年１月には、新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）のグリーンイノベーショ
ン基金事業として、浮体式基礎の製造・設置低コスト化技術のプロジェクトが計６件採択され
た。ＪＭＵや日立造船、三井海洋開発など造船関連企業も、得意とする浮体技術を活用した実
証を進める。韓国や中国の造船所、欧州企業も、浮体式の実用化を進めているが、日本造船所
は日本の気象海象条件に適した浮体開発を目指す。

 日本造船関連会社の洋上風力発電市場への取り組み
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